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 科学技術社会論は、ここ数十年で強い国際的な注目を浴びるようになりました。科学研究は、

科学史・科学哲学を組み込んでいますが、特に自然科学・数学・工学・医学の発展における社

会・文化・政治的含意に焦点を当てています。科学の社会学は科学研究の重要な部分であり続

けていると同時に、人類学・政治学・コミュニケーション研究などの分野にも結びついていま

す。 
 本書は、科学技術社会論の古典的及び最新の論文を収録しており、これまで様々な雑誌や書

籍に散在していた重要な学術論文や研究を集めています。第 1 巻は、「科学技術社会論の興隆以

前の科学の社会学」、「科学知識社会学のストロングプログラム」、「実験研究と構築主義の専門

用語」の部から、第 2 巻は、「実践、視覚化、ディスコース」、「線引きから境界画定作業へ」、「暗

黙知」の部から、第 3 巻は、「アクターネットワーク理論」、「SHOT から SCOT へ：技術の社

会的構築」、「ジェンダー、人種、認識論」の部から、第 4 巻は、「グローバル科学、技術、医学」、

「さらなる拡大：専門知識、経済学、その他」の部から構成されています。 
 本論文コレクションは、とりわけ科学を取り巻く現在の論争を深く理解することを可能にし

ており、1990 年代の「科学戦争」などを含む重要な論争、実証的研究、視点などを裏付ける研

究を集めています。科学技術研究に必備のレファレンスです。 
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VOLUME I 
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33. Michael Polanyi, ‘Tacit Knowing: Its Bearing on Some Problems in Philosophy’, 1962 
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Part 7: Actor Network Theory 
38. Bruno Latour, ‘Give Me a Laboratory and I Will Raise the World’, 1983 
39. Bruno Latour, ‘Where are the Missing Masses? The Sociology of a Few Mundane Artefacts’, 1992 
40. Michel Callon, ‘Some Elements of a Sociology of Translation: Domestication of Scallops and the Fisher-

men of St. Brieuc Bay’, 1986 
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41. John Law, ‘On the Methods of Long-Distance Control: Vessels, Navigation and the Portuguese Route to 
India’, 1986 

42. H. M. Collins and Steven Yearley, ‘Epistemological Chicken’, 1992 
43. Michel Callon and Bruno Latour, ‘Don’t Throw the Baby Out with the Bath School! A Reply to Collins 

and Yearley’, 1992 
44. Andrew Pickering, ‘The Mangle of Practice: Agency and Emergence in the Sociology of Science’, 1993 

Part 8: From SHOT to SCOT: Social Construction of Technology 
45. Trevor Pinch and Wiebe E. Bijker, ‘The Social Construction of facts and Artifacts: Or How the Sociology 

of Science and the Sociology of Technology Might Benefit Each Other’, 1984 
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